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OT は，その人の活動に右肩上がりに
かかわることもあれば，その逆にかかわ
ることもある．総じてOTは，その人の
誕生から死に至るまで，その人らしい高
いQOL（生活の質）を目指すことにかか
わる．
日本の今の時代は，少子超高齢化に伴

う多死・多障害の時代に入ったといえる．
「終活」が普通に語られようになってき
た．そこで，私は仲間たちと 2013 年（平
成 25 年）9月，「全国介護・終末期リハ・
ケア研究会」をつくった．左肩下がりの
リハ活動を探り，end of life の中身を検
討し，その人のQOD（quality of death）
を充実させ，人権に沿う美しいご遺体の
姿にさせねばならない，と．
そのような時代背景の中，リハ医療の

一翼を担う作業療法が，死を迎えようと
される人に何ができるかを問うたのが本
特集，「最期までその方らしく生きるこ
とへの支援」である．関連する特集は，
1999 年（平成 11 年），2002 年（平成 14
年），2008 年（平成 20 年），そして，2011
年（平成 23 年）に組まれている．終末期

作業療法への関心の
高さを物語ってい
る．
寄稿いただいた福

田卓民氏，鴨下賢一
氏，坂口聡子氏，野
尻明子氏，山口淳子
氏らの論考は，すべ
て緊張に満ち溢れた
ものであった．未知

の世界に足を踏み入れる子どもの心がも
つ緊迫感を感じた．そして，事例（症例）
報告には涙が湧き出してきた．試行錯誤
の中で OT は動き出していた．さまざ
まなことを感じ，考え，動かれているこ
とがわかった．終末期作業療法の役割と
可能性の高さを感じ取った．きっと読ま
れた方はわかっていただけると思う．福
田卓民氏の「対象者に死が訪れたとき，
それまでの生活は本人や家族にとって納
得できるものであったか，そして本人の
最期の姿は美しいものであったか．（中
略）近い将来に訪れるであろう対象者の
最期を具体的にイメージし，それを目標
としてそこからの逆算により日々かかわ
り続けることが，終末期における対応の
一つであると考えている」との言葉を重
く受け止めた．最期までその方らしく生
きることへの支援は，ご家族を含めた多
職種連携でなせることである．その中
で，多くの職種がOTは頼りがいのある
職種であると思ってくださる日が近から
んことを祈りたい．実践の積み重ねであ
る．
桜花が謳歌する 4月．そのときに終末

期作業療法を考えることは意味のあるこ
とではないかと思う． （澤 俊二）
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